　＜被ばく医療コース＞　生体機能科学領域　
細胞分子生物科学分野での履修例
１．対象学生
当該分野に進学を希望する保健学系大学卒業者
２．目標進路
課程終了後，染色体および遺伝子検査を主としている研究施設に勤務し，放射線，薬物や食品の影響評価に従事することを目標としている。
３．修士論文テーマ：
『放射線と種々の発がん物質の染色体への影響の比較検討』
４．履修科目
	区分
	授　業　科　目
	1年次
	2年次
	合計
	備考

	共通科目
	放射線防護総論
	2
	６
	
	２
	８
	4科目
8単位

	
	被ばく医療総論
	2
	
	
	
	
	

	
	被ばく医療演習
	2
	
	
	
	
	

	
	保健学研究セミナー
	2
	
	
	

	必修科目
	基礎細胞分子生物科学特論
	2
	４
	
	１０
	１４
	修士論文

	
	細胞分子生物科学特別演習
	2
	
	
	
	
	

	
	細胞分子生物科学特別研究
	
	
	10
	
	
	

	選択科目
	細胞生物化学
	2
	６
	
	２
	８
	4科目
8単位以上を選択

	
	放射線臨床検査学
	2 
	
	
	
	
	

	
	染色体検査学
	2
	
	
	
	
	

	
	染色体解析演習
	2
	
	
	

	計
	１６
	１４
	３０
	


５．履修内容の説明
染色体および遺伝子解析のトレーニングを行い，将来，薬品関連あるいは食品関連企業の研究施設や，放射線関連施設で染色体および遺伝子の変異解析に関わることを希望する学生が選択する履修例である。
修士論文では，食品にも含まれるニトロソ化合物などの発がん物質の染色体上におこる突然変異誘導能への種々の化学物質の影響を，放射線被ばくによる染色体もしくは遺伝子変異と比較しながら検討する。
この例では，将来的に緊急被ばく医療に対応できる基礎能力の修得のため，保健学共通科目の4科目に放射線被ばく関連科目の6単位を含む8単位を履修する。また，選択科目には細胞に関する基礎知識の修得のために細胞生物化学，専門知識と技術の修得のために染色体検査学と染色体解析学演習，さらに学生が臨床検査技師であることを想定し放射線臨床検査学の計4科目8単位を履修する。必修科目においては基礎細胞分子生物科学特論，細胞分子生物科学特別演習，細胞分子生物科学特別研究の3科目14単位を履修する。
履修例３








